




コピー商品とは、 商標権や特許権、著作権のような知的財産権を侵害する様々なジャンル
の違法品のことです。
バックや時計などの人気のファッションアイテムや化粧品などを模倣した、いわゆるニセ
ブランドのほか、違法に複製されたDVDやCDなども含まれます。





コピー商品の製造や販売は、知的財産権を侵害する違法行為です。
そして、自分で気づいていなくてもコピー商品を購入することは犯罪に加担する行為に
なってしまいます。
安心・安全にネット通販を楽しむためにもコピー商品の様々な危険性をよく知っておくこ
とが大切です。

コピー商品の危険性　８つのポイント

「コピー商品」とは、商標権や特許権、著作
権のような「知的財産権」を侵害した、さ
まざまなジャンルの違法品のこと。ファッ
ションアイテムやコスメなどをコピーして
作った「ニセブランド」や違法にコピーさ
れたCD・DVDもこれに含まれます。

「知的財産権」を
無視した違法品！

コピー商品と知らずに販売していても、取引
した点数が多かったり、ある程度の利益を得
ている場合などには罪に問われることがあり
ます。また、フリマアプリなどで知らずにコ
ピー商品を出品しても、購入者に被害届を出
され、起訴されることもあります。

知らずに売っても
罪になる！

あなたが買い物をしようとしている相手は、
プロの犯罪組織です。コピー商品を買うこ
と = 犯罪者とかかわり、犯罪を犯すことの
手助けをすること、つまりあなたが犯罪に
かかわることになります。

犯罪組織が
作って売っている！

コピー商品を作る人々は、モラルがありま
せん。「お金になる」と思ったら、あなたの
大事な個人情報も簡単に売ってしまいます。
名前をはじめ、住所や電話番号、カード番
号まで悪用されることがあります。

個人情報が
利用される危険！



令和3年5月に改正された商標法および意匠法において、海外の事業者が模倣品を郵送
等により日本国内に持ち込む行為は商標権及び意匠権の侵害行為となることが明確化
されました。
令和4年3月の関税法改正により、海外の事業者が郵送等により日本国内に持ち込むコ
ピー商品（商標権及び意匠権を侵害するもの）は輸入できません。

コスメや食品・健康食品もコピー商品が増
えています。本物と比べて品質や保存状態
が悪いため、食べたり体に塗ったりなどは
とても危険です。「キレイになる」「元気に
なる」つもりが、ひどく体をこわしてしまっ
た例も多くあります。

悪品質のせいで
ケガや病気に！

フリマアプリなどでコピー商品を販売すると
「ニセモノを売った人」と、社会的信用がなく
なります。評価が下がり、他の取引も信じても
らえません。また、コピー商品は一般的にネガ
ティブなイメージ。周りの友だちは内心ひいて
いるかも。自分のレベルを下げちゃダメ！

社会的・友だちの
信用がゼロに！

買取店では、ブランドの商標権を守るため、
コピー商品は買い取りません。鑑定士がコ
ピー商品と判断したら「買取対象外」とな
ります。つまり「価値はゼロ」ということ
なのです。

買取店で
買い取ってもらえない！

購入する方も「知的財産権等の保護に配慮」
するよう、消費者基本法第 7 条第２項で定
められています。法律から見ても、コピー
商品は絶対に買ってはいけません。

買う方にも
法律で決まりが！
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個人で使用する場合であっても、
海外の通販サイトで購入した場合
など、海外の事業者から送付され
る物品がコピー商品（商標権及び
意匠権を侵害するもの）である場
合は輸入できません。税関による
没収の対象となります。

税関による没収！
税関では購入代金の返金などは対
応しないので、自分で販売元に問
い合わせしなくてはなりません。
悪質な通販サイトの場合、没収さ
れた商品の代金を返金してもらえ
ない可能性が高くなります。

返金されない！
輸入者に事業性がなければ罰則の
対象とはなりませんが、輸入者に
事業性がある場合には、従来どお
り、罰則（10年以下の懲役若しく
は1000万円以下の罰金又はこれ
を併科）の対象となります。

罰則の可能性も！



コピー商品の見分け方　１０個のポイント

正規品にない色やデザインを勝手に作った
もの、細かい部分が正規品と違うケースも
あります。本当に正規品かどうか、信頼で
きる情報源をよく調べて気になる部分は出
品者や店舗スタッフに写真や実物をよく見
せてもらいましょう。

正規品のデザインを
チェックしよう

ブランド価値の高いものにはシリアルナン
バーがついているものもあります。「シリア
ルナンバーがついているからだいじょうぶ」
ではありません。ナンバーのつけ方をチェッ
クしたり、ブランドなどの正規店に問い合
わせてもOKです。

シリアルナンバーを
確認しよう

出品者や店舗がどのようにその商品を手に
入れたのか、購入時期・場所・入手価格な
どといった情報をよく確認しましょう。ま
た、ネットでの取引では出品者が実際に撮
影した商品画像があるかどうかもチェック
するポイントです。

商品説明を
よく読む・よく聴く

有名ブランドの商品や、バッグなど、高額
な商品を買う時には、商品の相場を調べて
みましょう。値段が極端に安いものはコピー
商品の可能性大。正規品は品質が高いから
値段も高いのです。大幅な値下げは警戒し
ましょう。

出品価格が他と比べて
安すぎない？



フリマアプリなどでは、受取評価をした後は
キャンセルができません。商品説明や写真が
正規商品でも、届いたらコピー商品だった、
ということもあります。事前に見ていた情報
と合っているか確認しましょう。もしコピー
商品なら、出品者に連絡して返品しましょう。

受取評価の前に
商品をよく見よう

ほとんどのフリマアプリやネットショップ
では以前の購入者からの評価を見ることが
できます。悪質なトラブルがなかったか確
認しましょう。またプロフィールに「ノー
クレーム・ノーリターン」などの購入者に
不利な条件が書かれていないかもチェック。

評価やプロフィールを
調べよう

ネット取引での支払方法が、銀行振込しか
選べない場合は要注意ポイント。犯罪組織
が早く現金を集めることを目的として、カー
ドや商品代引などをあえて不可にしている
ことがあります。多くの支払方法に対応し
ているかどうか確認。

銀行振込以外の
支払いもできる？

個人情報の入力画面のアドレスが「https://
～」になっているか確認。この「s」はsecure（安
全性）の「s」。これがないと個人情報を抜き
取られるかも。また、店舗情報がフリーアド
レスや携帯番号のみの店は ×。他にも「サイ
ト名+評判」で検索して事前に情報入手を。

信頼できるサイトか
調べよう

「正規取扱店や直営店ではないのに、ショッ
プ内・店内が同じブランドでいっぱい」「新
作や人気商品だけが大量に品揃えされてい
る」など、商品に偏りがあるような店には
気をつけましょう。売れやすい商品のコピー
を大量に作っている可能性もあります。

取扱商品が不自然？

コピー商品を扱う店は、返品に応じないこ
とがほとんどです。アヤシイと思ったら買
う前に「返品はできますか？」と確認しま
しょう。返品を嫌がる・「返品できない」と
言われる、ということがあったら、コピー
商品を扱っている店かもしれません。

購入後の返品はできる？



学習指導案・関連リンク

知的財産権侵害防止教育
学習指導案ページへ

若者がコピー商品（注）を買わないよう啓発するため実施して
いる「コピー商品撲滅キャンペーン」の一環として、コピー商
品に関する正しい知識を生徒に教える、知的財産権侵害防止教
育の授業を実践するための学習指導案を作成しました。
各学習指導案に合わせて、生徒に配布する資料やハンドアウト
等の PDF をプリントアウトできるようになっておりますので、
是非、ご活用ください。

（注）学習指導案では、「知的財産権」を侵害している商品等を「コピー商品」
と総称します。

15秒バージョン PDF60秒バージョン

日本語 English 日本語 English

動画は各言語のボタンから、別ページでYouTube が開きます。（外部サイトへリンク）
PDFは別ページで開きます。（2.6MB）


